
まちの話題

午前の部 １０:３０～
午後の部 １３:３０～

「
娘
」が
撮
り
続
け
た

膨
大
な
家
族
の
記
録

感
動
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

わ
た
く
し
、

終
活
に
大
忙
し
。

創立４０周年記念事業
映
画

７/１０（日）

参加費無料

「エンディングノート」上映会

場所：県西生涯学習センター
　　 （筑西市野殿） ☎ 0296-24-7756

詳しくはホームページをご覧ください。
一般予約開始は ６/１０（金） ９：００～開

催
日
時

「
幸
せ
ノ
ー
ト
」

「
幸
せ
ノ
ー
ト
」

参
加
者
全
員
に

　プ
レ
ゼ
ン
ト
！

あ
な
た
の
思
い
を
家
族
に
伝
え
る

これはあるひとつの家族の物語。そして、誰にでも訪れる最期の物語。

新規生徒大募集！
個別指導で国内最大規模の明光義塾で、子どもたちのサポートをしています！
将来の自分自身の成長に繋がる勉強を一緒に行なっていきましょう！

　岩瀬教室にて無料体験授業も行なっています！
まずは、お気軽にお電話下さい！

岩瀬教室 ☎0296-75-4119
受付：月～金（祝日含む）１5：００～２１：００

さくらがわ　2016.6.1 6さくらがわ　2016.6.17

3月24日4月20日

桜
川
市
商
工
会
が
、
平
成
27
年

度
「
第
25
回
桜
川
市
大
和
の
石
ま

つ
り
」
で
製
作
さ
れ
た
石
柱
を
、

雨
引
山
な
ど
市
内
９
か
所
の
桜
の

名
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
石
柱
は
、
桜
川
市
制
施
行

10
周
年
を
記
念
し
て
、
会
場
に
来

場
し
た
皆
さ
ん
が
少
し
ず
つ
刻
ん

で
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
名
所
の

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
真
壁
の
伝
統
工
芸
士
が
作
成

し
た
「
石
の
市
章
」
も
市
役
所
大

和
庁
舎
に
設
置
し
ま
し
た
。

物も
の

井い

章あ
き
らさ
ん
（
犬
田
地
区
）
と

藤ふ
じ

井い

輝て
る

雄お

さ
ん
（
真
壁
町
塙
世
地

区
）
が
、
平
成
27
年
度
交
通
安
全

県
民
運
動
模
範
推
進
者
と
し
て
、

茨
城
県
交
通
対
策
協
議
会
か
ら
、

茨
城
県
知
事
感
謝
状
を
受
賞
し
ま

し
た
。

両
氏
は
長
年
に
わ
た
り
、
小
学

校
登
校
時
の
交
通
安
全
に
努
め
ら

れ
、
通
学
路
の
危
険
個
所
の
確
認

や
除
草
作
業
な
ど
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
功
労
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
管
内
の
桜
川
市

と
筑
西
市
で
生
産
さ
れ
て
い
る
小

玉
ス
イ
カ
と
小
菊
が
、
茨
城
県
か

ら
県
を
代
表
す
る
産
地
と
し
て
、

銘
柄
産
地
の
再
指
定
を
受
け
ま
し

た
。銘

柄
産
地
指
定
証
交
付
式
当
日

は
、
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
や
桜
川
・
筑

西
市
か
ら
関
係
者
が
集
ま
り
、
県

か
ら
各
市
へ
指
定
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
産
地
の
維
持

発
展
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
技

術
確
立
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
（
蛯え

び

原は
ら

正ま
さ

善よ
し

会
長
）」
の
総
会
が
、
大
和
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
住
民
の
健
康

づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

た
め
に
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

の
助
成
を
受
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

総
会
後
に
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
効
果
的
な
ラ
ジ
オ
体
操
の
仕

方
を
学
び
ま
し
た
。

雨
引
山
楽
法
寺
で
約
３
７
０
年
の

歴
史
を
持
ち
、
日
本
２
大
鬼
祭
の
一

つ
「
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
14
世
紀
末
に
同
寺

が
戦
火
で
焼
失
し
た
時
、
マ
ダ
ラ
鬼

神
が
馬
で
現
れ
、
大
勢
の
鬼
た
ち
を

指
図
し
７
日
７
夜
で
再
建
し
た
と
い

う
言
い
伝
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

祭
り
は
、
鬼
神
と
鬼
た
ち
が
柴さ

い

燈と
う

護ご

摩ま

の
た
か
れ
る
炎
の
周
り
で
鬼
踊

り
を
披
露
し
、
最
後
に
破
魔
矢
を
境

内
に
放
ち
ま
す
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
く
ら
が
わ
実

行
委
員
会
主
催
の
「
２
０
１
６

ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
く
ら
が
わ
」
が
、

近
隣
市
町
を
含
む
桜
川
市
周
辺

で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
５
２
０
人
が
参
加
。

新
緑
の
な
か
、
山
岳
コ
ー
ス
や
市

内
散
策
コ
ー
ス
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
走
り
ま
し
た
。

毎
年
参
加
し
て
い
る
参
加
者

は
、「
今
年
も
楽
し
く
走
り
ま
し

た
。
来
年
も
参
加
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

名
誉
市
民
の
故
・
平ひ

ら

間ま

小こ

四し

郎ろ
う

氏
の
顕
彰
碑
が
、
市
役
所
真
壁
庁

舎
駐
車
場
西
側
に
建
立
さ
れ
、
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
間
氏
と
親
交
が
深
か
っ
た
有

志
た
ち
が
、
顕
彰
碑
建
立
実
行
委

員
会
（
中な

か

島じ
ま

武た
け

彦ひ
こ

会
長
）
を
設
立
。

旧
真
壁
町
議
会
議
員
３
期
、
真
壁

町
長
６
期
を
歴
任
し
、
地
域
の
発

展
振
興
に
尽
力
し
た
同
氏
の
功
績

を
た
た
え
、地
元
産
白
御
影
石「
真

壁
小
目
石
」
で
製
作
し
た
顕
彰
碑

を
建
立
し
ま
し
た
。

今
年
も
筑
波
嶺
の
風
を
受
け
て

こ
い
の
ぼ
り
が
、「
つ
く
し
湖
」

堤
防
で
元
気
に
泳
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
石い

し

田だ

君き
み

江え

さ
ん
（
真

壁
町
亀
熊
地
区
）
と
そ
の
同
級
生

な
ど
が
、
国
か
ら
堤
防
の
利
用
許

可
を
受
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

実
施
。
今
年
で
６
年
目
と
な
り
ま

し
た
。

紫
尾
子
育
て
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
が
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
た

こ
い
の
ぼ
り
が
、
昨
年
に
引
き
続

き
一
緒
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

4月10日5月15日 4月20日5月15日

4月2日5月上旬

さ
く
ら
の
名
所
に
石
柱
を
設
置

交
通
安
全
県
民
運
動
模
範
推
進
者
２
人
が

�

県
知
事
感
謝
状
を
受
賞

桜
川
・
筑
西
市
の「
小
玉
ス
イ
カ
」と「
小
菊
」が

�

県
銘
柄
産
地
に
再
指
定

「
い
つ
で
も　

だ
れ
で
も　

楽
し
く
」

�

桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
総
会

名
誉
市
民
・
平
間
小
四
郎
氏
の
顕
彰
碑
建
立

つ
く
し
湖
で
元
気
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り

小
春
日
和
の
中

�

マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

２
０
１
６
ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
く
ら
が
わ
開
催

小玉スイカと小菊の県銘柄産地指定証交付式に 
参加した皆さんラジオ体操を学ぶ会員の皆さん

平間小四郎氏顕彰碑の序幕を行う皆さん「つくし湖」堤防で、元気に泳ぐこいのぼり

マダラ鬼神が境内に矢を放つ様子新緑のなか、軽快に走行する参加者の皆さん

雨引観音に設置した石柱（写真右）と市役所大和庁
舎正面玄関横に設置した「石の市章」（写真左）

茨城県知事感謝状を受賞した物井章さん（写真中央
左）と藤井輝雄さん（写真中央右）


